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ショットブラストを利用したコンクリー ト

打ち継ぎ工法に関する研究 (4)I
- 打ち継ぎ強度におよぼすブリージングの影響-

StudiesonConstructionJointofConcrete

StructuresUsingShotBlastingTechnique(4)
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1. は し が き

著者らはすでに新旧コンクリー トの打ち継ぎにおい

て,旧コンクリートの表面処理にショットブラスト工法

を用いると,材令が経過してかなり強固となったコンク

リートを騒音,振動,粉じん等の公害を発生させること

なく処理できるうえに,コンクリートの水セメント比,

粗骨材の種類,ショットおよびグリッドの寸法,投射速

度,投射密度の条件が適切である場合,打ち継ぎの付着

効果を曲げ試験によって評価すると,水平打ち継ぎでは

非常に高い付着効果の得られることを明らかにした.1)

しかし鉛直打ち継ぎの場合は,水平打ち継ぎの場合の

ように大きな付着効果を得られないことがその後の実験

によって明らかとなった.本文では,この原因が打設時

におけるブリージングによる打設面近傍のコンクリート

品質の差によるものと考えた.すなわち鉛直打ち継ぎで

は,新コンクリート打設時に打ち継ぎ目に沿って分離水

が上昇するため,付着が妨げられることは容易に予測さ

れる.しかし水平打ち継ぎでは,旧コンクリートの表層

部分がブリージングの影響によって弱化しているので,

付着効果を調べるための曲げ試験では打ち継ぎ面で破壊

せず,旧コンクリート部分で破壊したため,見かけ上付

着効果が高い結果となったのではないかと考えた.

以下にこれを確めるための実験を行った.

2.実 験 概 要

まず図1のようにして打ち継いだ2種類の供試体を作

成した.その場合,旧コンクリートは普通ポルトランド

セメントを用いてつくったものであり,新コンクリート

はブリージングをほとんど生じないと考えられる超速硬

セメントを用いたものである.

普通ポル トランドセメントを用いた場合は,水セメン

ト比を50%,60%,70%の3水準とし,粗骨材の最大
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寸法は20mm(秩父両神産の砕石で比重2.70,吸水率0.

65%),細骨材は富士川産の川砂 (比重2.62,吸水率2.

24%,粗粒率 3.03),スランプの目標はコンクリートの

配合によらず,10±1cm とした.

超速硬セメントを用いたコンクリートは,水セメント

比38%とし,セメント以外の使用材料および目標スラン

プは,普通ポルトランドセメントを用いた場合と同様に

した.

旧コンクリートに相当する供試体は,寸法を10×10×

20cm とし,コンクリート打設後6週間水中養生を行っ

たのち,表面乾燥状態でショットブラス ト̀処理を施し,

次に24時間水中に放置して湿潤状態を保ってから新コ

ンクリートを打設した.

新コンクリート打設後における供試体全体の寸法は,

10×10×40cm となった.打ち継ぎ後4週間の水中養生

を行ってから,3等分点2点載荷により曲げ試験を行い,

曲げ強度によって打ち継ぎ強度を評価した.

コンクリート打設時の室温は21±2oC,養生は20oCの

水中で行った.

打ち継ぎ強度はコンクリートの配合,打設条件等によ

っても異なるので,打ち継ぎのあるはりの曲げ強度と打

ち継ぎのないはりの曲げ強度との比を求めて曲げ強度比

とし,この値によって打ち継ぎ強度を比較した.なお,

打ち継ぎのないはりの場合にも図1のように打ち込み方

向を縦打ち,横打ちの2種類とした.

コンクリートの打設方法は,横打ちの場合は1層,縦
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